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2oo６年の飛躍に向け 留学生センター長 永田俊彦
■■■‐｡■■‐■■■■■■■■■■'■■･巴■1■｡■｡■

独法化以後、前にも増してあわただしく時間が過ぎて行く中で、新しい年が

明けました。私､留学生センター長に就任して丸１年になろうとしております。

この１年間､センターを円滑に運営し新たな国際戦略に対応した方策を立てて

前向きに進んでいくことの難しさに直面しながらも､試行錯誤を繰り返しつつ

日々を何とか乗り切っております｡留学生センターの活動はセンター教員とセ

ンター事務組織の絶え間ない努力があって成立しており、とくに日常的な留学

生の生活支援やトラブルに対して時間を惜しまずバックアップして頂いてい

る教職員には頭が下がる思いでおります。

さて、本年４月に新蔵町に徳島大学地域･国際交流プラザ（日亜会館）が完

'ターが入ることになります。センター教員室、事務室、講義室が整備され、成し、２階に留学生センターが入ることになります。

センターが漸く形あるものとしてまとまります。 (ただし、常三島およ

び蔵本キャンパスに留学生用の事務室をなくすこ とはできま

んので､両キャンパスでは従来通りの運営も行うことになりま

す｡）

とは

このように留学生センターとして拠点場所ができるこ

、その存在を示す上で、また徳島大学の国際化活動を

推進させる上で、大きな一歩が踏み出せるものと感じてお

りま す。また、

生の住居環境力

４階には留学生宿舎３０室が建設され、留学

『少なからず改善されるものと思われます。国

際化ポリシーの基本理念にも掲げてある「地域に根ざした国際

交流活動」や「学生および教職員の国際化意識の向上」が新し

場所から発信され、「世界に開かれた徳島大学」のカラーがさ

らに推進されることを願っております。 皆様の御理解と御協

力を宜しくお願い 申し上げます。
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餐場先生も最後のコメントで述べられていた

ことですが、私達日本人にとって「英語で自分の

意見を他人に向かって発信する」ということは、

大きな困難を伴うものです。その困難と対・時し、

積極的に本大会で自らの意見や考えを発表した

ことは､それ自体が賞賛に値するものであると思

います｡参加して頂いた学生諸君のチャレンジに

心からの「おめでとう」を贈りたいと思います。
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特集

トレ英語プレゼンテーションコンテスト ＜＜

去る１月１９日（木曜日）午後５時から、本学工学部工業会館にて「英語プレゼンテーション

コンテスト」が開催されました。個人参加ならびにグループ参加をあわせて合計６組の参加者

が出場され、約６０名の聴衆の前でユニークなプレゼンテーションを披露して頂きました。

今回は審査委員として総合科学部から餐場先生、上野先生、スタージ先生にご参加頂きましたが、

厳正な審査の結果、

【1位】漬田蕊子さん（工学部化学応用３年）“ＬｉｆｅａｎｄＭｏｎｅｙ
ヵＩ

【２位】

【3位】

【特別賞】

岡崎裕樹くん

野葎征司くん

磯野安理沙さん

熊野良美さん

(工学部化学応用４年）“DuringMyFourYears…

(工学部エコ専攻Ｍ１）“CharmofUsedClothes'，

(医学部保健学科２年）

(医学部栄養学科－２年）“FoodoftheGods”

が見事受賞されました。受賞された皆様、おめでとうございます！
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総合科学部４年

総合科学部３年

総合科学部３年

総合科学部３年

総合科学部１年

』

【運営委員一覧】

工 学 部 機 械 専攻Ｍ１市橋和世

工学部機械工 学 科 ３ 年 青 木 さ や か

総合科学部３年新漬裕子

総合科学部３年和田恭子

総合科学部１年門田茜

松田日嘉

大野彰子

岡秀美

三輪北斗

石元七恵

〆
１一再

一

なお、今回の英語プレゼンテーションコンテストでは、１０名の学生が運営委員として大会の準備に

あたってくれました。運営上様々な問題もありましたが、彼らの献身的な努力で本大会を開催するこ

とが出来たと思います。ありがとうございました。
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トレ初めてのホストファミリー講座＜く

地域連携に関わる公開事業支援のプロジェクト経費を受け、２月４日（土曜日)、「初めての

ホストファミリー講座」を開催しました。
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一橋大学留学生センターの横田雅弘

先生に東京からおいでいただき、ホス

トファミリーを始めるときのポイント

や、実際のケースを取り上げて、参加

者と共に考える機会を持ちました。

留学生センターでは、これまでも

ホームステイプログラムを実施してお

りましたが、ホストファミリーに関心

を持っていただきながらも、なかなか

実際の受け入れに踏み切れないという

方もおいでになり、こういった講座を

開くに至りました。

当日、ケーススタディの形で進めら

れた講座は、参加者自らが考え、相談

した中から活発な意見が出され、国際交流に関心を持つ多くの方々と和気調々とした雰囲気の中で意

見交換ができました。

終了後のアンケートでは、参加者中１２名から回答が寄せられ、積極的に参加できたかとの問いに

対し、「大変よく」及び「よく」の回答が７５％、また講座内容への満足度の問いに対し、８３％の方か

ら｢大変満足｣｢満足｣との回答が得られました｡今

後の要望として、もっと頻繁な開催、各地域の脚

|際交流団体との連携開催などのご意見をいただ

きました。

地域サポーターやホストファミリーの登録も

していただき、 本当にありがとうございました。

徳島大学で学ぶ留学生の地域との共生の一歩

としてのホームステイプログラムを今後も展開

していきたい と考えております。

… ３ …
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ト レまちたんツアーぐぐ
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日本語研･修コース（大学院入学前予備教育）では、６か

月の日本語学習の総仕上げの意味もかねて、「まちたんツ

アー」を実施しています。

「まちたんツアー」は、日本語学習の場を教室から徳島市

内へ、座学から運用へと広げていく一つのきっかけであり、

学習者の自信をつける場としています。

具体的には、留学生は自分一人で徳島市内へ出かけます。

チェックポイントで日本語を使ってする課題が出されます。

留学生は、その課題の日本語を読み、理解し、移動し、行

動し、報告するという一連の活動を自力で行います。

２００４年度後期から､工学部知能情報工学科と協力し、「い

つでもどこでも学ぶことのできる｣U-leamingの一環として

ＰＤＡを利用しています。ＰＤＡを利用してのまちたんツ

アーについては､２００５年度１０月８，９日に開催された日本

語教育学会秋季大会(於金沢大学)で留学生センターのチー

ムが'１頭報告し、高い関心を呼びました。また、１１月２８

日に徳島大学で開催されたThirdlEEEIntemationalWO1kshopo、WirelessandMobileTechnologiesl、

Educationにおいても、工学部のチームが発表を行いました。

今後も地域の皆さんの協力の下に、様々な授業を試みていきたいと考えています。

… ４ …
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トレ｜日本 語 サ ロ ン ＜ ぐ
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今年度は、以前より試験的に行っていた「日本語サロン」を全学共通教育センターと共催で、定期的に

蔵本と常三島の両キャンパスで開催しました。

「日本語サロン」は、日本語を使って、地域の方や日本人学生と留学生が気楽におしやくりをする会

です。①授業では、つかめない日本人の考え方や徳島という地域の特性などを肌で感じてもらう②日

本人と知り合うネットワーク作りの一助とす

るという目的の元に毎回行っています。１対１

でのおしやくりで､今年度はテーマを決めて実

施する時と、自由にそれぞれのグループで好き

なことを話す時とがありました。

定期的な実施にあたっての大きな問題は、開

催Ｈ時の設定の困難さでした｡特に蔵本キャン

パスでは､興味をもっている留学生の希望日時

がまちまちで､毎回設定に苦慮しました。次年

度に向けて蔵本キャンパスでの時間の設定と

更に多くの留学生と地域の方々に参加しても

らえるよう学内外への情宣方法の工夫が課題と

なりました。

(常三島・１１月２９日）

レレレElrlgMshChatRoomIぐぐ

２００５年度５月からＥＣＲを隔週月曜日（蔵本地区は火曜日）に開催致しました。開始時間が６時

～７時半までと多少遅かったこともあり、あまり人数は集まらなかったのですが、和気あいあいとし

た雰囲気で英会話を楽しめたのではないかと思います。

… ５ …

特に今回は常三島地区のＥＣＲにFlorida

AtlanlicUniversityからの交換留学生(エルシ

ド君、デイビッド君、モーリーンさん）も

参加してくれたので、「生の」英語に触れる

ことも出来たのではないかと思います。

2006年度のＥＣＲも引き続き共通教育学

習支援室と連携を取りながら開催して行き

たいと考えておりますので、学生さんのみ

ならず、教職員の方々にもふるってご参加

頂ければ幸いと存じます。
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諦新蔵ｷｬﾝパｽ紹介冊
２００６年３月１５日より、留学生センターは新蔵キャンパスに移転、活動

を開始します。

新蔵地区に新しく建設された【地域。国際交流プラザ】の２階に留学生

センターの教員が入ります。留学生の生活相談を始め、海外留学を考えて

いる学生に対する相談、日本語教育に関する質問°相談に対応します。
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蔵本地区留学生支援室案内
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蔵本会館２階に「留学生支援室」があるのをご存じですか。

この支援室は、月曜日から金曜日までの午前１０時から午後５時（火曜日及び金曜日は午後５時半）

の間留学生課事務職員と留学生センター教員が勤務しており、留学生の相談に応じて、サポートを

しています。トラブル、悩みなど有りましたら、気軽に相談に来てください。

この支援室には、テレビ、マルチビデオシステム、ＣＤプレーヤー、パソコン、新聞なども用意し

ています。

留学生との交流の場としても是非ご利用ください。

日本語研修コース、全学日本語コースの申し込みもこの部屋で受け付けています。

【開室時間及びスタッフリ

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１０：００～１２：００ 永川， 永川 永 川 永川 永川

１３：００～１７：００ 永川 坂田・永川 永川 永 川 金・永川

ただし、火曜日・金曜日は１７:３０まで

スタッフ

留学生センター教授（指導・相談部門）

金成海 kin＠isc､tokushima-u､acjp

0８８－６５６－７５４３（内線）８１－６２１５

留学生センター助教授（異文化交流部門）

坂田浩 kobayasi＠isc,tokushima-u・acjp

0８８－６５６－７１９９（内線）８１－６２１１

学務部留学生課事務員

永川正乃 ryugaku＠isc,tokushima-u､acjp

0８８－６３３－７３９８（内線）８３－７３９８

…７．．’
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|編集後記Ｉ
発行徳島大学留学生センター

住所徳島市南常三島町１－１

７℃1.088-656-7082Ｆａｘ､088-656-9873

E-mail：ryugakuk＠jimtokushima-u･acojp

2006年３月中旬に､留学生センターの教員５名は新蔵

キャンパスへ引っ越します｡それ以降､留学生の相談、

海外留学の相談､日本語教育は新蔵､常三島､蔵本の３

キャンパスで行われることになります｡心機一転､張り

切っています｡これからもよろしくお願いします。

留学生数（2006年２月）

区分／国又は地域名

アジア

中近東

北米

I|J南米

ヨーロッパ

アフリカ

合計２９ケ国

中国

韓国

台湾

マレイシア

インドネシア

バングラディシュ

スリランカ

ベトナム

カンボジア

フィリピン

タイ

ブータン

モンゴル

ミャンマー

ラオス

イラン

シリア

アメリカ

ブラジル

メキシコ

コロンビア

アルゼンチン

ペルー

フランス

ブルガリア

セ ルビア

エジプト

エチオピア

ケニア

学部学生

計

3６

４

4６

うち女子

11

う
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０

1５

うち国饗

０

０

７
－

大学院生
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ワ
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う
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ワ
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うち国賛
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研究生等

計

2１
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＝
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3８

うち女子

う
一

０

(）

1５

うち国没

ワ
ー

０

０

０

う
＝

1０

合計

計

1４６

９

３

1１

1６

1０

ワ
ー

ワ
ー

250

うち女子

5９

４

４

０

０

０

０

０

０

１００

うち国費

1５

４

４

1０

０

２

つ
］

７
－

5６

所属／区分

総合科学部

医 学部

歯学部

薬学部

工学部

日本語研修生

合計

学部学生

計

1３

3２

4６

うち女子

４

０

1１

１５

うち国費

０

０

０

ワ
ー

大学院生

計

i９

5０

i５

1３

6９

1６６

うち女子

１３

つう

1０

４

２１

７０
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4４

研究生等
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1１３
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1００

うち国費
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